
二
五
（
62
）

一　

は
じ
め
に

　

筆
者
は
平
成
二
十
五
年
五
月
、
新
発
田
市
立
図
書
館
に
お
け
る
溝
口
家
文
書
の
調

査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
新
発
田
藩
家
老
の
溝
口
伊
織
家
の
旧
蔵
し
た

文
書
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
藩
主
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
掛
物
、
茶
道
具
な
ど
の
所
蔵
品

リ
ス
ト
で
あ
る
蔵
帳
を
四
件
確
認
し
た
。

　

四
件
の
蔵
帳
中
、
主
要
な
茶
道
具
な
ど
は
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
所
載
さ
れ
て

い
る
。同
書
に
は
茶
碗
、
茶
入
、
茶
杓
、
棗
、
茶
巾
盥
、
水
指
、
建
水
、
釜
、
炭
斗
、

水
次
、
灰
器
、
茶
箱
が
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
は
新
発
田
藩
藩
祖
溝
口
秀
勝

（
一
五
四
八

－

一
六
一
〇
）
以
降
の
歴
代
藩
主
に
よ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　
『
新
発
田
御
道
具
帳
』を
は
じ
め
と
す
る
四
件
の
蔵
帳
は
、『
溝
口
伊
織
家
古
文
書（
目

録
第
一
集
）』
で
紹
介
さ
れ
る
も
、
こ
れ
ま
で
調
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
１
）。

　

筆
者
は
、
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
道
具
か
ら
、
茶
の
湯
文
化
の
活
動
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
四
件
の
蔵
帳
の
記
載
と
合
致
す
る
作
品
を
調
査
し
て
き
た
。『
文
化
情
報

学
』
第
九
巻
第
二
号
で
は
、
蔵
帳
の
翻
刻
を
行
い
、
合
致
す
る
作
品
を
中
心
に
紹
介

し
た
（
２
）。

そ
の
う
ち
、
窯
分
分
類
に
お
い
て
瀬
戸
の
胴
高
手
の
本
歌
と
さ
れ
る
《
溝
口

胴
高
》（
個
人
蔵
）
の
所
在
を
確
認
で
き
た
こ
と
や
、
小
堀
遠
州
作
共
筒
茶
杓
銘
《
式

部
卿
様
ま
い
る
》（
北
村
美
術
館
蔵
）
が
溝
口
家
の
伝
来
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

そ
の
後
も
調
査
を
継
続
し
た
と
こ
ろ
、
第
九
巻
第
二
号
で
紹
介
し
た
《
織
部
沓
茶

資
料
紹
介

　
　
　

溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
拾
遺

宮　

武　

慶　

之

　
『
文
化
情
報
学
』
第
九
巻
第
二
号
で
は
、
溝
口
家
の
茶
道
具
の
蔵
帳
で
あ
る
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
を
紹
介
し
、
現
存
も
し
く
は
文
献
記
述
か
ら
蔵
帳
に
所
載
さ
れ

る
作
品
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
も
調
査
を
継
続
し
た
と
こ
ろ
、
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
作
品
や
、
蔵
帳
に
は
所
載
さ
れ
な
い
も
の
の
溝
口
家
伝
来
と
す
る
作
品
が
確
認

さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
茶
の
湯
で
使
用
さ
れ
る
茶
碗
や
香
合
、
花
入
な
ど
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
引
き
続
き
蔵
帳
と
合
致
す
る
作
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
蔵
帳
に

合
致
さ
れ
な
い
作
品
も
紹
介
す
る
。

　

な
お
、『
新
発
田
御
道
具
帳
』
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
第
九
巻
第
二
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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碗
》
の
熟
覧
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
そ
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、
新

た
に
溝
口
家
旧
蔵
品
と
し
て
判
明
し
た
作
品
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
調
査
の
過
程
、

蔵
帳
に
は
所
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
溝
口
家
旧
蔵
品
と
す
る
作
品
が
あ
っ
た
た

め
本
稿
で
併
せ
て
紹
介
す
る
。

　

同
家
の
旧
蔵
品
の
中
に
は
藩
主
自
身
に
よ
る
書
付
な
ど
が
あ
り
、
藩
主
が
実
際
の

茶
会
等
で
使
用
し
た
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。
同
家
の
旧
蔵
品
と
共
に
そ
の
書
付
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
溝
口
家
の
茶
の
湯
文
化
を
研
究
す
る
資
料

に
な
り
う
る
と
考
え
た
。

　

本
稿
で
は
、『
新
発
田
御
道
具
帳
』
と
合
致
す
る
作
品
、
蔵
帳
に
は
所
載
さ
れ
な

い
も
の
の
溝
口
家
旧
蔵
品
で
あ
る
茶
道
具
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
道
具

（
１
）
現
存
を
確
認
し
た
作
品

①
織
部
沓
茶
碗
（
個
人
蔵
、
図
１
）

　
『
文
化
情
報
学
』
第
九
巻
第
二
号
で
は

『
大
正
名
器
鑑
』
に
所
載
さ
れ
る
溝
口
家

旧
蔵
の
茶
碗
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

そ
の
後
の
調
査
か
ら
、
こ
の
茶
碗
の
現
存

を
確
認
し
た
。

　

こ
の
茶
碗
は
『
大
正
名
器
鑑
』
に
所
載

さ
れ
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
筆
者
の
高
橋
箒

庵
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に

池
田
慶
次
郎
を
介
し
て
、
こ
の
茶
碗
を
溝

口
家
よ
り
購
入
し
て
い
る
。
箒
庵
は
明
治
三
十
五
年
頃
に
溝
口
家
と
直
接
取
引
に

よ
っ
て
道
具
を
五
十
数
点
入
手
し
て
お
り
、
こ
の
茶
碗
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
後
、
箒
庵
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
十
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ

た
高
橋
家
の
売
立
を
行
っ
て
い
る
。
同
家
の
売
立
目
録
が
『
一
木
庵
高
橋
家
所
蔵
品

入
札
』
で
あ
る
。
同
書
に
こ
の
茶
碗
が
所
載
さ
れ
て
お
り
、
売
却
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
現
在
は
、
個
人
が
所
蔵
す
る
。

　

こ
の
茶
碗
は
溝
口
家
の
蔵
帳
中
、「
御
茶
碗
之
部
」
に
お
い
て

　
　

御
贔
屓
入　

織
部
沓
茶
碗　

箱
書
御
宛
名

と
し
て
所
載
さ
れ
る
。
古
田
織
部
（
一
二
五
三

－

一
六
一
五
）
か
ら
溝
口
秀
勝
に
贈

ら
れ
た
茶
碗
で
あ
る
（
３
）。

　

こ
の
茶
碗
を
実
際
に
拝
見
し
た
と
こ
ろ
口
造
り
は
厚
く
一
段
捻
り
返
し
て
お
り
、
大

振
り
な
茶
碗
で
あ
る
。
釉
薬
は
素
地
に
薄
い
も
の
を
掛
け
、
更
に
濃
い
釉
薬
を
掛
け

変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
茶
碗
の
正
面
は
ス
ス
キ
を
想
起
さ
せ
る
絵
付
け
が
な
さ

れ
、
背
面
（
図
２
）
は
無
地
で
あ
る
。
見
込
（
図
３
）
は
深
い
。
沓
形
の
茶
碗
で
、
胴

図1　織部沓茶碗（個人蔵、撮影筆者）

図3　茶碗の高台部分

図2　茶碗の背面
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部
に
は
篦
目
が
数
条
み
ら
れ
る
。

高
台
あ
た
り
ま
で
釉
薬
は
掛
か
る

が
高
台
部
分
に
胎
土
を
み
る
こ
と

が
で
き
、
き
め
細
か
な
土
で
、
桃

山
期
の
織
部
に
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
高
台
に
は
織
部
の
在
判
が

漆
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

収
納
す
る
箱
甲
（
図
４
）
に
は

　
　

溝
口
伯
州
様

　
　
　
　
　

古
田
織
部

と
あ
り
、
茶
碗
の
仕
服
は
白
地
花
模
様
更
紗
で
、『
大
正
名
器
鑑
』
所
載
当
時
と
同

様
で
あ
る
。
茶
碗
を
収
納
す
る
箱
に
は
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵

物
品
」
の
蔵
印
は
な
い
。

　

秀
勝
は
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
年
）
十
月
五
日
昼
に
行
わ
れ
た
織
部
の
茶
会
に
客

と
し
て
招
か
れ
て
い
る
（
４
）。

両
者
に
は
茶
の
湯
を
通
じ
た
交
流
が
あ
り
、
本
碗
も
そ
の

交
流
に
よ
っ
て
織
部
か
ら
秀
勝
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
茶
碗
は
溝
口
家
の
初
代
藩
主
に
よ
る
所
持
品
で
、
同
家
の
茶
道
具
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
で
は
初
期
の
作
品
で
あ
る
点
で
重
要
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

②
伊
羅
保
茶
碗
銘
《
團
扇
》（
個
人
蔵
、
図
５
）

　

現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
伊
羅
保
茶
碗
銘
《
團
扇
》
で
あ
る
。
拝
見
し
た
と
こ
ろ
、

釉
薬
の
掛
か
っ
た
部
分
は
枇
杷
色
で
あ
る
。
口
造
り
は
二
段
と
な
っ
て
い
る
。
高
台
の
廻

り
に
ま
で
釉
薬
が
掛
か
っ
て
お
り
、
胎
土
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
口
廻
り
が
団
扇
形

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
命
銘
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
造
り
は
総
体
に
薄
作
で
あ
る
。

　

茶
碗
を
収
納
す
る
箱
甲
部
に
は
遠
州
茶

道
宗
家
八
世
、
小
堀
宗
中
（
一
七
八
六

－

一
八
六
七
）に
よ
っ
て
「
団
扇　

黄　

茶
碗
」

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

箱
の
覆
紙
に
は
溝
口
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る

こ
と
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵

印
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
み

た
溝
口
家
旧
蔵
品
に
お
い
て
蔵
印
は
箱
甲
部

も
し
く
は
側
面
の
木
地
に
直
接
貼
ら
れ
て
い

た
が
、
こ
の
茶
碗
で
は
覆
紙
に
蔵
印
が
貼
ら

れ
て
い
る
。

　

覆
紙
の
裏
（
図
６
）
に
は
溝
口
家
の
家
臣

に
よ
る
筆
跡
で
あ
ろ
う
か
、
以
下
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　
　

文
久
二
戌
年
三
月
五
日
小
堀
大
膳
様

　
　

御
招
御
茶
會
取
遊
候
節
御
伝
来
之

　
　

御
品
に
て
高
麗
端
反
と
申
伝
へ
し
御

　
　

茶
碗
御
用
ニ
相
成
候
處
小
堀
様
伊
良
保

　
　

上
手
之
御
鑑
定
候
新
に
箱
出
来
箱
書

　
　

御
用
人
様
へ
御
頼
其
節

団
扇
伊
良
保

　
　

と
改
銘

　

記
述
か
ら
、
こ
の
茶
碗
は
文
久
二
年

（
一
八
一
六
）
三
月
五
日
に
行
わ
れ
た
茶
会
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
茶
碗
は
溝
口
家
に
お
い
て
は
高
麗
端
反
の
茶
碗
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
。
茶
会

図4　収納する箱甲部

図5　伊羅保茶碗銘《團扇》
（個人蔵、撮影筆者）

図6　  茶碗を収納する箱の覆
紙裏（個人蔵、撮影筆者）

文
久
二
戌
年
三
月
五
日
小
堀
大
膳
様

御
招
御
茶
會
取
遊
候
節
御
伝
来
之

御
品
に
て
高
麗
端
反
と
申
伝
へ
し
御

茶
碗
御
用
ニ
相
成
候
處
小
堀
様
伊
良
保

上
手
之
御
鑑
定
候
新
に
箱
出
来
箱
書

御
用
人
様
へ
御
頼
其
節
ゟ
団
扇
伊
良
保

と
改
銘
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当
日
、
こ
の
茶
碗
を
拝
見
し
た
宗
中
は
、
伊
羅
保
の
上
手
で
あ
る
と
鑑
定
し
、
そ
の

後
に
箱
書
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
茶
碗
は
『
新
発
田
道
具
帳
』「
御

茶
碗
之
部
」
を
み
て
み
る
と
、

　
　

一　

い
ら
ほ
團
扇
形
茶
碗

と
あ
り
、
蔵
帳
の
記
述
と
合
致
す
る
。

　

こ
の
茶
碗
が
用
い
ら
れ
た
文
久
二
年
（
一
八
一
六
）
三
月
五
日
の
茶
会
と
は
ど
の

よ
う
な
茶
会
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宗
中
と
交
流
が
あ
っ
た
の
は
十
代
藩
主
溝

口
直
諒
（
一
七
九
九

－

一
八
五
八
）
で
あ
る
。
宗
中
は
直
諒
の
茶
会
に
し
ば
し
ば
招

か
れ
て
い
る
。

　

文
久
二
年
（
一
八
一
六
）
す
で
に
直
諒
は
没
し
て
お
り
、
茶
会
の
亭
主
と
な
っ
た

人
物
は
十
一
代
藩
主
直
溥
（
一
八
一
九

－

一
八
七
四
）
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
小
堀
宗
中
筆
溝
口
直
諒
追
憶
和
歌
三
首
《
雪

月
花
》
が
あ
る
。
こ
の
三
首
は
、
溝
口
直
諒
没
後
、
宗
中
に
よ
っ
て
追
憶
の
意
を
込

め
て
書
か
れ
た
和
歌
三
首
で
あ
る
。
宗
中
は
直
諒
に
招
か
れ
た
茶
会
の
う
ち
、
雪
月

花
に
因
ん
で
各
会
を
取
り
上
げ
、
一
首
ず
つ
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
溝
口
家
の
掛
物

の
蔵
帳
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』
に
は

　
　

一　

三
幅
對
雪
月
花
之
哥　
　
　

宗
中
筆　

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
溝
口
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
。

　

三
幅
対
の
う
ち
《
花
》（
図
７
）
に
注
目
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

文
久
二
年
弥
生
新
発
田

　
　

公
に
召
さ
れ
て
花
の
御
茶

　
　

賜
ハ
り
し
に
む
か
し

　
　

翠
濤
君
の
祝
の
御
会

　
　

な
そ
お
か
ひ
合
か
は
ら
ぬ

　
　

い
つ
き
し
ミ
の
う
れ
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
中

　
　

幾
ち
と
せ
か
は
ら
ぬ
花
を
あ
ふ
き
て
も

　
　

き
ミ
の
め
く
ミ
の
高
き
を
今
み
れ

　

記
述
か
ら
文
久
二
年
弥
生
の
茶
会
と
は
、

先
述
の
三
月
五
日
の
茶
会
を
さ
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
茶
会
は
花
を
趣

向
に
し
た
会
で
あ
っ
た
。
文
中
の
「
新
発
田

公
に
召
さ
れ
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
、

直
諒
は
没
し
て
い
た
の
で
、
亭
主
は
次
代
の

当
主
で
あ
る
直
溥
で
あ
っ
た
。
弥
生
の
茶
会

に
招
か
れ
た
宗
中
は
、
か
つ
て
直
溥
の
父
で

あ
る
直
諒
（
翠
濤
）
に
招
か
れ
た
祝
い
の
茶

会
を
述
懐
し
、
代
が
替
わ
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ

交
流
を
謝
し
て
、「
幾
ち
と
せ
か
は
ら
ぬ
花
を

あ
ふ
き
て
も
き
ミ
の
め
く
ミ
の
高
き
を
今
み

れ
」
と
い
う
一
首
を
詠
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　

小
堀
宗
慶
に
よ
れ
ば
宗
中
は
子
宗
本
（
一
八
一
三

－

一
八
六
四
）
や
篷
露

（
一
八
一
六

－

一
八
七
六
）
と
と
も
に
溝
口
家
に
伺
候
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ

て
い
た
（
５
）。

本
幅
の
存
在
に
よ
っ
て
、
小
堀
親
子
が
次
代
の
藩
主
で
あ
る
直
溥
と
も
交

流
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
と
き
の
茶
会
で
用
い
ら
れ
た
茶
碗
こ
そ
が
伊

羅
保
茶
碗
銘
《
団
扇
》
で
あ
る
。
本
碗
は
小
堀
宗
中
と
溝
口
家
当
主
二
代
に
わ
た
る

交
流
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

図7　  小堀宗中筆溝口翠濤追憶和歌三首《雪
月花》のうち《花》（個人蔵、撮影筆者）

文
久
二
年
弥
生
新
発
田

公
に
召
さ
れ
て
花
の
御
茶

賜
ハ
り
し
に
む
か
し

翠
濤
君
の
祝
の
御
会

な
そ
お
か
ひ
合
か
は
ら
ぬ

い
つ
き
し
ミ
の
う
れ
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
中

幾
ち
と
せ
か
は
ら
ぬ
花
を
あ
ふ
き
て
も

き
ミ
の
め
く
ミ
の
高
き
を
今
み
れ
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③
清
巌
宗
渭
作
茶
碗
（
野
村
美
術
館
蔵
、
図
８
）

　

現
在
、
野
村
美
術
館
で
は
清
巌
宗
渭

（
一
五
八
八

－一
六
六
一
）
の
自
造
に
よ
る
赤

楽
茶
碗
を
所
蔵
す
る
。
こ
の
茶
碗
は
、『
野

村
美
術
館
名
品
図
録
』
に
紹
介
さ
れ
る
（
６
）。

図
録
中
、
茶
碗
を
収
納
す
る
箱
甲
部
の
画

像
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
溝
口
家
の
旧
蔵

品
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵

印
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
茶
碗
は
『
新

発
田
御
道
具
帳
』「
御
茶
碗
之
部
」
に
あ
る

　
　

秘
蔵　

清
巌
手
造
茶
碗

と
合
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
野
村
美
術
館
学
芸
員
桐
山
秀
穂
氏
の
立
ち
会
い
の
も
と
拝
見
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
茶
碗
の
側
面
は
篦
目
が
横
に
入
り
、
内
側
は
削
り
跡
が
み
ら
れ
る
。
見
込

に
は
茶
溜
ま
り
が
あ
る
。
赤
楽
で
あ
る
が
、
薄
い
萌
黄
色
の
釉
薬
が
掛
け
ら
れ
る
。

側
面
に
は
清
巌
に
よ
っ
て
「
東
山
水
上
行
（
花
押
）」
と
書
か
れ
る
。
花
押
は
清
巌

自
作
の
茶
杓
な
ど
に
み
ら
れ
る
鍵
判
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。
高
台
は
竹
節
高
台
と

な
っ
て
い
る
。
茶
碗
の
付
属
品
と
し
て
菱
紋
の
金
襴
に
よ
る
仕
服
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
溝
口
家
の
家
紋
で
あ
る
掻
摺
菱
に
因
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
茶
碗
を
収
納
す
る
箱

（
図
９
）
墨
書
の
筆
者
は
甲
と
裏
共
に
古
筆
了
伴
（
古
筆
宗
家
十
代
目
。
一
七
九
〇

－
一
八
五
三
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
甲
部
に
は

　
　

自
笑
作　

茶
碗

と
あ
り
、「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
あ
る
。
ま
た
、
裏
に
は

　
　

清
巌
和
尚
自
作　

　
　
　
　

東
山
水
上
行
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
之

　
　
　
　

正
筆
相
違
無
之
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
筆
了
伴
印

と
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
文
化
情
報
学
』
第
九
巻
で
は
高
橋
箒
庵
の
売
立
目
録
で
あ
る
『
高

橋
家
御
蔵
品
入
札
』
か
ら
溝
口
家
伝
来
品
を
紹
介
し
た
。
そ
の
う
ち
「
清
巌
自
造
茶

図8　清巌宗渭作茶碗（野村美術館蔵、撮影筆者）

自
笑
作

茶
碗　

碧
雲
山
房

蓄
蔵
物
品

図9　  収納する箱甲（右）と裏（左）

清
巌
和
尚
自
作　

　

東
山
水
上
行
判

　
　
　
　
　

有
之

　

正
筆
相
違
無
之
候
也

　
　
　
　
　

古
筆
了
伴
印
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碗　

溝
口
家
旧
蔵
」
の
図
版
が
あ
っ
た
。
野
村
美
術
館
蔵
品
と
形
状
を
比
較
し
て
み

る
と
同
一
の
茶
碗
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
図
10
）。

　

箒
庵
は
明
治
三
十
五
年
頃
に
溝
口
家
か
ら
直
接
取
引
に
よ
り
道
具
を
購
入
し
て
お

り
、
こ
の
茶
碗
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
７
）。

そ
の
後
、
こ
の
茶
碗
は
野
村

得
庵
（
一
八
七
八

－

一
九
四
五
）
が
所
蔵
し
、
現
在
は
野
村
美
術
館
が
所
蔵
す
る
。

④
瀬
戸
茶
入
銘
《
大
概
》（
個
人
蔵
、
図
11
）

　

こ
の
茶
入
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
、
三
越
本
店
で
開
催
さ
れ
た
茶
美
の

会
に
出
品
さ
れ
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
茶
入
の
所
在
は
確
認
で
き
て
い
な
い

が
、
図
録
『
茶
美
の
会
』（
茶
美
の
会
、
一
九
八
五
）
か
ら
茶
入
本
体
お
よ
び
付
属

品
が
判
明
す
る
。
そ
こ
で
図
版
か
ら
茶
入
に
つ
い
て
検
討
し
、
溝
口
家
と
の
関
係
に

つ
い
て
み
て
み
た
い
。

　

茶
入
に
お
け
る
大
概
と
は
窯
分
け
分
類
に
お
い
て
大
概
手
す
な
わ
ち
生
海
鼠
手
の

本
歌
と
さ
れ
る
。
生
海
鼠
手
と
は
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
瀬
戸
茶
入
の

窯
分
け
名
の
一
つ
。
金
華

山
窯
に
属
し
海
鼠
状
釉
薬

が
か
か
っ
て
い
る
の
で
そ

の
名
が
あ
る
」
と
さ
れ
る
（
８
）。

　

小
堀
家
茶
道
で
あ
っ
た

桜
山
一
有
に
よ
る
遠
州
茶

道
に
関
す
る
聞
書
き
を
ま

と
め
た『
桜
山
一
有
筆
記
』

に
よ
る
と
、
生
海
鼠
手
の
茶
入
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
９
）。

　
　

金
花
山
生
海
鼠
手
ノ
茶
入
ハ
ウ
ま
過
て
数
寄
ニ
不
入
之
由
、
遠
江
守
殿
被
申
之

　
　

由
、
遠
州
ノ
時
代
ハ
如
此
、
今
ハ
古
ひ
も
よ
く
成
候
故
用
申
事
也

　

記
述
に
よ
れ
ば
、
遠
州
は
生
海
鼠
手
の
茶
入
は
釉
薬
が
よ
く
出
来
過
ぎ
て
お
り
、

茶
の
湯
で
使
用
す
る
に
は
い
か
が
な
も
の
と
さ
れ
、
遠
州
在
世
当
時
は
あ
ま
り
使
用

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
有
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
生
海
鼠
手
の
本
歌
は
、『
大
正
名
器
鑑
』
に
お
い
て
瀬
戸
茶
入

銘
《
三
輪
山
》（
住
友
家
旧
蔵
）
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
生
海
鼠
手
す
な
わ
ち

大
概
手
の
本
歌
と
し
て
当
然
、
大
概
を
銘
と
す
る
茶
入
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
今
回
、
図
録
の
調
査
に
よ
っ
て
瀬
戸
茶

入
銘
《
大
概
》
の
所
載
を
確
認
し
た
。

　

茶
入
の
高
さ
は
八
・
五
セ
ン
チ
、
口
径
三
・
三
セ
ン
チ
、
胴
経
六
・
四
セ
ン
チ
。
瀬

戸
釉
の
茶
入
で
あ
る
。
従
来
の
生
海
鼠
手
に
み
ら
れ
る
ず
ん
ぐ
り
と
し
た
印
象
は
な

く
、
肩
が
き
り
り
と
し
て
お
り
、
力
強
い
印
象
を
与
え
る
。
こ
の
茶
入
を
収
納
す
る

挽
家
に
は
小
堀
遠
州
（
一
五
七
九

－

一
六
四
七
）
に
よ
る
字
形
が
あ
る
。
ま
た
収
納

図10　『高橋家御蔵品入札』（上）と
野村美術館蔵品

図11　瀬戸茶入銘《大概》（個人蔵）
（『茶美の会』より転載）
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す
る
箱
甲
に
も
定
家
様
に
よ
る
墨
書
が
み
ら
れ
る
（
図
12
）。
茶
入
の
仕
服
は
大
牡

丹
金
襴
、
永
観
堂
金
襴
の
二
つ
が
付
属
し
て
お
り
、
挽
家
の
仕
服
は
有
栖
川
錦
で
あ

る
。

　

大
概
に
つ
い
て
、
溝
口
家
の
蔵
帳
で
あ
る
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
に
は
以
下
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

寳
上
乾
坤
入

　
　

一　

大
概
茶
入

　
　
　
　

但
御
名
物
蛍
胴
高
同
品
名
物
御
座
候
御
分
置

　
　
　
　

被
為
在
り
箱
之
御
茶
入
之
處
御
蓋
召
て
数
子
入

　
　
　
　

申
候
尤
宗
甫
真
跡
に
て
生
子
手
の
本
歌
御
座
候

　
　
　
　

右
宗
中
鑑
定
同
人
真
筆
之
被
申
俄
作
之
置

　

記
述
に
よ
る
と
、
こ
の
茶
入
は
胴
高
、
す
な
わ
ち
《
溝
口
胴
高
》（
個
人
蔵
）
と

同
様
の
名
物
茶
入
で
あ
り
、
蓋
が
複
数
付
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
箱
の
墨
書

は
小
堀
遠
州
に
よ
る
筆
跡
で
あ
り
、
生
子
手
す
な
わ
ち
生
海
鼠
手
の
本
歌
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
小
堀
宗
中
に
よ
る
鑑
定
で
は
、
遠
州
に
よ
る
箱
書
を
真
蹟
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
乾
坤
入
と
は
、
同
家
の
伝
来
品
を
さ
し
、
こ
の
茶
入
が
重
宝
と
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
茶
入
は
小
堀
遠
州
が
所
持
し
た
の
ち
、
本
茶
入
を
は
じ
め
五
種

の
器
物
が
、
徳
川
将
軍
家
の
御
庭
方
で
あ
る
縣
宗
知
（
一
六
五
六

－

一
七
二
一
）
を

介
し
て
新
発
田
藩
四
代
藩
主
、
溝
口
重
雄（
一
六
三
三

－

一
七
〇
八
）に
譲
渡
さ
れ
る
。

溝
口
家
に
伝
わ
っ
た
小
堀
家
伝
来
の
道
具
は
、《
大
概
》、《
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両

筆
墨
蹟
》、《
溝
口
胴
高
》、《
蛍
》、《
青
磁
四
方
香
炉
》
で
あ
る
）
10
（

。

　

筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
譲
渡
さ
れ
た
五
種
の
器
物
の
う
ち
瀬
戸
茶
入
銘

《
溝
口
胴
高
》（
個
人
蔵
）、《
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
》（
個
人
蔵
）、
瀬
戸

茶
入
銘
《
蛍
》（
畠
山
記
念
館
蔵
）
を
紹
介
し
て
き
た
。

　

今
回
、
瀬
戸
茶
入
銘
《
大
概
》
を
提
示
で
き
た
こ
と
で
溝
口
家
に
譲
渡
さ
れ
た
三

つ
の
茶
入
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
２
）
売
立
目
録
か
ら
確
認
で
き
る
作
品

　

管
見
の
売
立
目
録
に
は
多
数
の
溝
口
家
旧
蔵
品
が
所
載
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
蔵
帳

の
記
述
と
合
致
す
る
作
品
を
紹
介
す
る
。こ
こ
で
は
二
件
の
売
立
目
録
に
注
目
す
る
。

　

一
件
目
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
二
十
四
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
竹
内
専
之
助
の
売
立
で
あ
る
。『
絵
画
清
談
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
売

立
で
は
多
数
の
溝
口
家
旧
蔵
品
が
出
品
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
荷
主
で
あ
る
竹
内

の
号
は
寒
翠
園
で
）
11
（

、
和
敬
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

　

二
件
目
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
一
月
十
九
日
、
超
願
寺
（
新
潟
市
）
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
安
倍
家
の
売
立
で
あ
る
。
同
家
の
売
立
で
は
多
数
の
溝
口
家
伝
来

品
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
溝
口
家
伝
来
品
で
は
な
い
も
の
の
《
溝
口
公
地

獄
極
楽
画
宗
中
公
讃
（
双
幅
）》（
遠
州
茶
道
宗
家
蔵
）
が
所
載
さ
れ
る
）
12
（

。
こ
れ
ら
の

溝
口
家
伝
来
品
や
藩
主
に
よ
る
作
品
は
、
新
発
田
に
お
い
て
根
強
い
人
気
が
あ
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
安
倍
家
の
売
立
で
は
以
上
の
ほ
か
、
溝
口
家
伝
来
と

図12　 茶入を収納する挽家および
箱の甲部
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（
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）

す
る
作
品
の
う
ち
図
版
の
掲
載
は
な

い
も
の
の
古
薩
摩
筒
茶
碗
、
高
取
茶

碗
、
花
三
嶋
茶
碗
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
『
新
発
田
御
道
具
帳
』
と
合
致
す

る
作
品
に
つ
い
て
は
特
定
不
能
で
あ

る
。

　

以
上
、
二
件
の
売
立
に
出
品
さ
れ

た
作
品
は
売
立
目
録
『
某
家
蔵
品
入

札
』
お
よ
び
『
新
潟
県
新
発
田
町
安
倍

家
蔵
品
入
札
目
録
』
に
お
い
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
目
録
に

は
溝
口
家
旧
蔵
品
と
す
る
数
点
が
出

品
さ
れ
て
い
る
。
蔵
帳
の
記
述
と
合
致

す
る
作
品
は
以
下
が
あ
る
。

Ａ　
『
某
家
蔵
品
入
札
』

⑤
仁
清
竹
絵
茶
碗
（
図
13
）　

　

銹
絵
に
よ
っ
て
竹
が
描
か
れ
る
。
蔵

帳
の
「
御
茶
碗
之
部
」
中
、「
る
弐
ば

ん　

一　

仁
清
竹
繪
茶
碗
」
と
合
致
す

る
。

⑥
膳
所
光
悦
茶
碗
（
図
14
）

　

蔵
帳
の
「
御
茶
碗
之
部
」
中
、「
一

　

膳
所
焼
茶
碗
」
と
合
致
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

⑦
時
代
菊
蒔
絵
棗
（
図
15
）

　

蔵
帳
の
「
御
棗
之
部
」
中
、「
一　

六
十
三
ば
ん　

一　

時
代
菊
蒔
繪
棗
」

と
合
致
す
る
。

⑧
青
貝
薬
器
（
図
16
）

　

蔵
帳
の
「
御
棗
之
部
」
中
、「
一　

青
貝
中
次
」
と
合
致
す
る
。

⑨
唐
物
七
宝
入
水
次
（
図
17
）

　

蔵
帳
の
「
御
水
次
之
部
」
中
、「
一

　

唐
物
水
次
」
に
合
致
す
る
。

Ｂ　
『
新
潟
県
新
発
田
町
安
倍
家
蔵
品

入
札
目
録
』

⑩
黄
瀬
戸
筒
茶
碗
（
図
18
）　

　

蔵
帳
の
「
御
茶
碗
之
部
」
中
、「
黄

瀬
戸
茶
碗
」
と
合
致
す
る
。

⑪
井
戸
茶
碗
（
図
19
）　

　

蔵
帳
の
「
御
茶
碗
之
部
」
中
、
井
戸

図13　仁清竹の絵茶碗
（『某家蔵品入札』より転載）

図14　膳所茶碗
（『某家蔵品入札』より転載）

図15　時代菊蒔絵棗
（『某家蔵品入札』より転載）

図16　青貝薬器
（『某家蔵品入札』より転載）

図17　唐物七宝入水次
（『某家蔵品入札』より転載）



文
化
情
報
学　

十
一
巻
一
号
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
）

三
三
（
54
）

茶
碗
と
あ
る
中
の
い
ず
れ
か
と
合
致

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
青
井
戸
茶
碗　

銘
翠
浪
（
図
20
）

　

蔵
帳
の
「
御
茶
碗
之
部
」
中
、
井

戸
茶
碗
と
あ
る
中
の
い
ず
れ
か
と
合

致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の

茶
碗
は
現
在
、
個
人
が
所
蔵
し
て
お

り
、
先
の
『
文
化
情
報
学
』
第
九
巻

第
二
号
で
紹
介
し
た
。
収
納
す
る
箱

に
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵

印
が
あ
る
。
拝
見
し
た
と
こ
ろ
釉
薬

の
調
子
は
枇
杷
色
を
呈
す
る
こ
と
か

ら
、
青
井
戸
で
は
な
く
井
戸
で
あ
る
。

⑬
高
取
茶
入
（
図
21
）

　

高
取
焼
の
茶
入
で
あ
る
。
な
だ
れ

の
部
分
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
蔵

帳
の
「
御
茶
入
之
部
」
中
、「
古
高

取
茶
入
」
と
合
致
す
る
。

⑭
余
三
作
黒
棗
（
図
22
）

　

千
利
休
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
塗

師
余
三
に
よ
る
棗
で
あ
る
。
仕
服
は

間
道
、
緞
子
、
も
う
一
つ
は
毛
織
で

あ
ろ
う
か
、
以
上
三
点
が
付
属
す

る
。

　

蔵
帳
の
「
御
棗
之
部
」
中
、「
余

参
棗　

箱
書
康
任
君
」
と
合
致
す

る
。
箱
書
を
し
た
康
任
と
は
石
見
浜

田
藩
第
三
代
藩
主
松
平
周
防
守
康
任

（
一
七
九
九

－

一
八
四
一
）
の
こ
と
で

あ
る
。

図18　黄瀬戸筒茶碗
（『新潟県新発田町安倍家蔵品入札
目録』より転載）

図19　井戸茶碗
（『新潟県新発田町安倍家蔵品入札
目録』より転載）

図22　余三作黒棗
（『新潟県新発田町安倍家蔵品入札目録』より転載）

図20　青井戸茶碗銘翠浪
（『新潟県新発田町安倍家蔵品入札目録』より
転載）

図21　高取茶入
（『新潟県新発田町安倍家蔵品入札目録』
より転載）
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⑮
安
南
茶
入
（
図
23
）　

　

ベ
ト
ナ
ム
地
域
で
焼
成
さ
れ
た

安
南
焼
の
茶
入
で
あ
る
。
元
来
は
薬

器
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
後
世
に

茶
入
と
し
て
見
立
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　

蔵
帳
の
「
御
茶
入
之
部
」
中
、「
安

南
茶
入
」
と
合
致
す
る
。
箱
書
を
し

た
人
物
は
川
上
不
白
と
紹
介
さ
れ

る
。
な
お
こ
の
茶
入
は
現
在
、
木
村

茶
道
美
術
館
が
所
蔵
す
る
。

⑯
古
九
谷
金
襴
手
茶
入
（
図
24
）

　

九
谷
焼
に
よ
る
茶
入
で
あ
る
。
図

版
か
ら
な
だ
れ
に
な
っ
た
箇
所
を

確
認
で
き
、
九
谷
焼
の
作
例
の
一

つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　

蔵
帳
の
「
御
茶
入
之
部
」
中
、「
九

谷
茶
入
」
と
合
致
す
る
。

⑰
古
伊
賀
水
指
（
図
25
）　

　

伊
賀
で
焼
成
さ
れ
た
水
指
で
あ

る
。
本
作
は
轆
轤
引
き
の
段
階
で
横
に
糸
目
が
施
さ
れ
、
上
部
に
輪
が
付
け
ら
れ
る
。

上
部
に
は
灰
を
被
っ
た
た
め
に
白
い
部
分
が
み
ら
れ
、
下
部
に
は
素
地
が
み
ら
れ
る
。

　

蔵
帳
の
「
御
水
指
之
部
」
中
、「
御
秘
蔵
二
十
八
ば
ん　

古
伊
賀
水
指
」
と
合
致

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑱
伊
賀
共
蓋
水
指
（
図
26
）

　

伊
賀
焼
の
共
蓋
水
指
で
あ
る
。
蔵

帳
の
「
御
水
指
之
部
」
中
、「
伊
賀

細
口
水
指
」
と
合
致
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

⑲
木
地
釣
瓶
水
指
（
図
27
）

　

蔵
帳
の
「
御
水
指
之
部
」
中
、「
木

地
釣
瓶
塗
蓋
水
指
」
と
合
致
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
目
録
の
図
版
か
ら
塗

蓋
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
目
録
の
記

述
に
よ
れ
ば
こ
の
釣
瓶
は
桃
山
城

で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
る
。

⑳
瓢
釜
（
図
28
）

　

蔵
帳
の
「
御
釜
之
部
」
中
、「
御

物
瓢
単
釜
」
と
合
致
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

図23　安南茶入
（『新潟県新発田町安倍家蔵品入札目録』
より転載）

図24　古九谷金襴手茶入
（『新潟県新発田町安倍家蔵品
入札目録』より転載）

図25　古伊賀水指
（『新潟県新発田町安倍家蔵品
入札目録』より転載）

図26　伊賀共蓋水指
（『新潟県新発田町安倍家蔵品
入札目録』より転載）

図27　木地釣瓶水指
（『新潟県新発田町安倍家蔵品入札
目録』より転載）

図28　瓢釜
（『新潟県新発田町安倍家蔵品
入札目録』より転載）
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三　

蔵
帳
に
所
載
さ
れ
な
い
道
具

　

溝
口
家
の
蔵
帳
に
は
香
合
や
花
入
な
ど
の
記
載
は
な
い
。
別
に
蔵
帳
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

　
『
文
化
情
報
学
』
第
九
巻
第
二
号
で
も
述
べ
た
が
、
小
堀
篷
雪
作
共
筒
茶
杓
銘
《
若

草
》（
個
人
蔵
）は
溝
口
家
旧
蔵
品
で
あ
る
も
の
の
、
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
点
か
ら
、
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
な
い
道
具
も
多
数
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
蔵
帳
に
は
所
載
さ
れ
な
い
溝
口
家
旧
蔵
品
を
確

認
し
た
。
こ
こ
で
は
現
存
す
る
作
品
お
よ
び
文
献
記
述
か
ら
紹
介
す
る
。

（
１
）
現
存
す
る
作
品

①
扇
面
蒔
絵
香
合
（
根
津
美
術
館
蔵
、
図
29
）

　

現
在
、
根
津
美
術
館
で
は
《
扇
面
蒔
絵
香
合
》
を
所
蔵
す
る
。
こ
の
香
合
に
つ
い
て

は
同
館
学
芸
員
多
比
羅
菜
美
子
氏
の
立
ち
会
い
の
も
と
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

粉
溜
の
丸
形
香
合
で
あ
る
。
口
に
は
錫
縁
が
施
さ
れ
る
。
表
面
に
は
青
貝
で
八
ツ

橋
と
杜
若
、
扇
面
を
描
き
、
扇
面

に
は
二
匹
の
蝶
、
雲
間
の
月
、
秋

草
を
描
く
。
蓋
裏
に
は
梨
地
に
金
蒔

絵
が
施
さ
れ
、
扇
面
に
向
か
い
合

う
二
疋
の
蝶
と
千
鳥
が
描
か
れ
る
。

身
の
部
分
も
蓋
同
様
に
梨
地
が
施

さ
れ
、
金
蒔
絵
で
開
い
た
扇
に
薄

が
描
か
れ
る
。

　

な
お
香
合
を
収
納
す
る
挽
家
、

そ
れ
ら
を
収
納
す
る
箱
が
付
属
す
る
も
、
箱
等
か
ら
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
示
す
手
が

か
り
は
確
認
で
き
な
い
。

　

こ
の
香
合
は
か
つ
て
高
橋
箒
庵
が
溝
口
家
か
ら
個
人
取
引
に
よ
っ
て
入
手
し
所
蔵

し
た
。

　
『
近
世
道
具
移
動
史
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
年
前
後
に
、
箒
庵
は
溝
口
家
と
直

接
取
引
に
よ
っ
て
道
具
を
五
十
数
点
購
入
し
て
い
る
）
13
（

。
そ
の
作
品
で
は
伯
庵
茶
碗
、

保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合
、
啓
書
記
筆
李
白
観
瀑
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合
が
あ
る
。
こ
の
香
合
は
そ
の

後
、
箒
庵
の
売
立
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
売
立
が
『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』

で
あ
る
）
14
（

。
こ
の
売
立
は
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
五
月
二
十
七
日
、
京
都
美
術

倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
た
。
同
目
録
に
は
「
保
元
時
代
扇
八
ッ
橋
青
貝
入
香
合　

溝
口

家
旧
蔵
」（
図
30
）
と
紹
介
さ
れ
て

い
る
）
15
（

。
な
お
、
同
売
立
に
お
け
る
購

入
者
は
根
津
嘉
一
郎
（
一
八
六
〇

－

一
九
四
〇
）
で
あ
る
）
16
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
溝
口
家
よ
り
売

却
さ
れ
て
以
降
の
所
有
者
は
、
高
橋

箒
庵
、
根
津
嘉
一
郎
で
あ
り
、
現
在

は
根
津
美
術
館
で
保
管
さ
れ
る
経
緯

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
交
趾
桜
鯉
香
合
（
個
人
蔵
、
図
31
）

　

交
趾
に
よ
る
桜
鯉
の
香
合
で
あ
る
。
蓋
に
は
魚
と
花
紋
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
鯉
と

桜
に
見
立
て
て
、
こ
の
名
称
が
あ
る
。
ま
た
鯉
と
桜
の
縁
に
は
擂
茶
が
あ
る
。
身
の

図29　扇面蒔絵香合
（根津美術館蔵、画像提供は同館）

図30　保元時代扇八ッ橋青貝入香合
（『東都寸松庵主所蔵品』より転載）
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部
分
は
緑
釉
で
あ
る
。身
蓋
裏
は
と
も
に
薄
い
乳
白
色
な
釉
薬
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

総
体
に
発
色
は
よ
く
、
交
趾
の
中
で
も
硬
い
焼
成
の
部
類
に
属
す
る
作
例
で
あ
る
。

　

収
納
す
る
箱
蓋
裏
（
図
32
）
に
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
あ
る
。

③
呉
須
六
角
台
牛
香
合
（
個
人
蔵
、
図
33
）

　

呉
須
に
よ
る
香
合
で
あ
る
。
台
の
上
の
動
物
は
眠
っ
た
牛
で
あ
る
。
素
地
に
呉
須

で
文
様
が
描
か
れ
、
特
有
の
発
色
を
し
て
い
る
。
箱
甲
部
（
図
34
）
に
は
「
碧
雲
山

房
蓄
蔵
物
品
」の
蔵
印
が
あ
る
。こ
の
蔵
印
は
他
と
比
較
す
る
と
二
列
の
市
松
と
な
っ

た
縁
が
な
く
、
初
期
の
蔵
印
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

④
呉
須
水
鳥
宝
珠
香
合
（
個
人
蔵
、
図
35
）

　

呉
須
の
香
合
で
あ
る
。
蓋
部
分
に
は
木
瓜
の
中
に
花
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
総
体

に
立
ち
上
が
り
を
み
せ
る
宝
珠
形
で
あ
る
。
上
部
は
五
カ
所
に
水
鳥
が
描
か
れ
、
下

部
に
は
草
花
が
描
か
れ
る
。
収
納
す
る
箱
甲
部（
図
36
）に
は
遠
州
系
の
筆
跡
で
「
呉

須　

香
合　

宝
珠
」
と
あ
り
、
側
面
に
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
、「
秘
」

の
蔵
印
が
あ
る
）
17
（

。

⑤
胡
銅
四
方
花
入
（
個
人
蔵
、
図
37
）

　

胡
銅
に
よ
る
四
方
の
花
入
で
あ
る
。
口
元
か
ら
底
に
か
け
て
お
お
ら
か
な
曲
線
を

描
く
。
表
面
に
は
赤
み
を
帯
び
、
素
地
が
み
ら
れ
る
。

　

箱
甲
部
（
図
38
）
に
は
小
堀
宗
中
に
よ
り
「
銅
四
方　

花
入
」
の
墨
書
が
あ
り
、

図31　交趾桜鯉香合
（個人蔵、撮影筆者）

図32　箱蓋裏

図33　呉須六角台牛香合
（個人蔵、撮影筆者）

図34　箱甲

図35　呉須水鳥香合
（個人蔵、『和美の会』より転載）

図36　箱甲部（左）および側面（右）
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箱
側
面
に
は
溝
口
家
の
収
蔵
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
貼
ら
れ
る
。

箱
は
遠
州
系
の
造
り
に
な
っ
て
い
る
。

⑥
桑
柄
桜
皮
巻
灰
匙
（
個
人
蔵
、
図
39
）

　

柄
は
桑
で
あ
る
が
細
身
で
あ
り
、
桜
皮
が
巻
か
れ
て
い
る
。
ま
た
匙
の
部
分
に
は

緑
青
が
で
て
お
り
、
景
色
と
な
っ
て
い
る
。

　

箱
の
甲
裏
（
図
40
）
と
も
に
白
酔
庵
、
芳
村
観
阿
（
一
七
六
五

－

一
八
四
八
）
に

よ
る
墨
書
が
あ
る
。
甲
部
に
は
溝
口
家
の
蔵
品
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
お

よ
び
「
秘
」
の
蔵
印
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

⑦
松
竹
梅
金
象
眼
大
角
豆
鐶
（
個
人
蔵
、
図
41
）

　

現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
松
竹
梅
金
象

眼
大
角
豆
鐶
が
あ
る
。
形
状
は
大
角
豆

で
、
内
側
に
は
松
竹
梅
の
金
象
眼
が
施
さ

れ
る
。

　

鐶
と
緒
に
収
納
さ
れ
る
副
書
（
図
42
）

は
溝
口
直
諒
に
よ
る
墨
書
で
あ
る
。
同
書

の
「
松
竹
梅
象
眼　

御
大
角
豆
鐶　

一
」

は
古
筆
了
伴
の
自
筆
で
、
そ
れ
以
外
が
直

諒
の
筆
跡
で
あ
る
。
同
書
に
は
以
下
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

図37　胡銅四方花入
（個人蔵『茶美の会』より転載）図38　箱甲部

図39　桑柄桜皮巻灰匙
（個人蔵『茶美の会』より転載）

図40　箱甲（右）および裏（左）
図41　松竹梅金象眼大角豆鐶

（個人蔵、撮影筆者）
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文
政
十
三
庚
寅
十
月
廿
八
日
古
筆
了
伴
初
て

　
　

茶
会
に
呼
候
節
上
ケ
も
の
包
上
書
了
伴
自
筆
也

　
　

箱
書
付
同
日
所
望
い
た
し
認
候
事

　

記
述
に
よ
れ
ば
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
茶
会
に
は
じ
め
て
了
伴
を
招
い

た
と
き
、
記
念
と
し
て
こ
の
鐶
を
直
諒
に
献
上
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑧
南
蛮
砂
張
香
箸
（
個
人
蔵
、
図
43
）

　

南
蛮
砂
張
香
箸
で
あ
る
。
収
納
す
る
箱
の
甲
部
（
図
44
）
に
は
芳
村
観
阿
に
よ
り

　
　

南
ば
ん
さ
は
り
香
箸

と
書
か
れ
、
裏
に
署
名
が
あ
る
。

　

箱
に
は
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
示
す
蔵
印
が
あ
る
。

（
２
）
文
献
に
み
る
作
品

⑨
古
銅
桃
底
花
入
（
図
45
）

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
十

月
三
十
一
日
、
東
京
美
術
倶
楽

部
に
お
い
て
内
田
家
と
平
戸
藩

主
松
浦
家
、
高
橋
箒
庵
家
の
合

同
売
立
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の

売
立
目
録
が
『
内
田
家
某
家
所

蔵
品
入
札
』
で
あ
る
）
18
（

。
同
書
に

は
「
古
銅
桃
底
花
入　

紹
鷗
所

持　

朱
四
方
盆
添
」
お
よ
び
収

納
す
る
箱
甲
部
の
画
像
が
所
載

さ
れ
る
。

　

甲
部
に
は
溝
口
家
の
所
蔵
品

図42　付属する溝口直諒副書

松
竹
梅
象
眼

　
　

御
大
角
豆
鐶　
　

一

文
政
十
三
庚
寅
十
月
廿
八
日
古
筆
了
伴
初
て

茶
会
に
呼
候
節
上
ケ
も
の
包
上
書
了
伴
自
筆
也

箱
書
付
同
日
所
望
い
た
し
認
候
事

図43　南蛮砂張香箸
（個人蔵、撮影筆者）

図44　 香箸を収納
する箱

図45　胡銅桃底花入（右）と箱甲部（左）
（『内田家某家所蔵品入札』より転載）
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で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
家
伝
来

品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　

　

ま
た
、
こ
の
花
入
は
『
茶
道
全
集
（
十
四
巻
）』
に
は
香
取
秀
眞
に
よ
る
「
茶
器

中
の
金
物
類
」
に
花
入
本
体
の
み
が
「
紹
鷗
桃
底
花
入　

伯
爵　

溝
口
直
正
蔵
」
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
19
（

。

⑩
青
貝
四
方
盆
（
図
46
）

　
『
遠
州
会
展
観
図
録
』
に
「
青

貝
四
方
盆　

宗
甫
箱
書
付　

伯
爵

　

溝
口
直
正
君
蔵
」
と
あ
る
。

　

梅
花
と
菊
花
、
そ
れ
に
七
宝
を

青
貝
で
蒔
絵
し
て
あ
る
四
方
盆
で

あ
る
。
盆
の
表
面
に
は
「
双
清
」

と
あ
り
梅
と
菊
共
に
清
し
の
意
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、「
弘
治
二
年
冬
月
造
」
と
あ
る
。

（
３
）
文
献
に
み
ら
れ
る
溝
口
家
旧
蔵
品

⑪
小
堀
遠
州
作
一
重
切
花
入　

銘
《
あ
ま
の
》

　

溝
口
家
の
所
蔵
し
た
花
入
中
、
著
名
な
作
品
で
は
小
堀
遠
州
作
銘
《
あ
ま
の
》
が

あ
る
。
こ
の
花
入
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
の
京
都
古
美
術
展
覧
会
に
お
い

て
抹
茶
席
第
二
席
（
第
二
陳
列
三
畳
茶
室
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。
そ
の
後
、
こ
の

花
入
は
江
戸
の
質
屋
で
あ
っ
た
吉
田
丹
左
衛
門
（
号
は
楓
軒
）
が
所
蔵
し
、
同
人
の

茶
会
に
お
い
て
使
用
が
確
認
で
き
る
。

　
『
東
都
茶
会
記
』
中
の
吉
田
楓
軒
の
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
遠
州
作
竹
花
入
銘
《
あ

ま
の
》
に
つ
い
て
、
拝
見
し
た
高
橋
箒
庵
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
）
21
（

。

　
　

 

扨
て
後
座
の
床
如
何
と
見
れ
ば
、
一
見
遠
州
作
と
頷
か
る
ゝ
節
下
に
竪
割
一
本
あ

る
一
重
切
大
竹
筒
に
、
観
（
寒
）菊

と
蠟
梅
を
活
け
ら
れ
た
が
、
花
と
花
入
と
相
応
し
て

何
と
も
言
は
れ
ぬ
風
情
で
あ
っ
た
。
此
花
入
は
溝
口
伯
爵
家
伝
来
で
銘
を
あ
ま
の

と
云
ふ
者
で
あ
る
が
、
多
分
河
内
国
天
野
よ
り
出
た
竹
な
の
で
、
遠
州
が
斯
く

命
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
竹
で
肉
厚
で
、
少
し
く
青
味
を
帯
び
て
居
て
、
節

下
一
本
が
利
休
作
園
城
寺
竹
花
入
と
同
然
実
に
此
花
入
の
生
命
で
あ
る
。

　

記
述
か
ら
、
銘
《
あ
ま
の
》
の
花
入
は
、
肉
厚
で
利
休
作
竹
花
入
《
園
城
寺
》（
東

京
国
立
博
物
館
蔵
）
の
よ
う
に
筒
正
面
に
雪
割
れ
が
あ
る
花
入
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
当
日
の
花
は
霜
受
け
葉
が
紅
葉
し
た
寒
菊
と
名
残
の
蠟
梅
が
生
け
ら
れ
た
。
拝

見
し
た
箒
庵
は
河
内
国（
現
在
の
大
阪
府
東
部
あ
た
り
）の
天
野
で
採
れ
た
竹
を
も
っ

て
、
遠
州
が
命
名
し
た
と
し
て
い
る
。

⑫
一
尾
伊
織
作
茶
杓　

銘
《
山
姥
》

　

高
橋
義
雄
『
萬
象
録
（
第
三
巻
）』、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
月
三
十
一
日
条

〔
一
尾
伊
織
作
茶
杓
銘
山
姥
〕
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
）
22
（

。

　
　

 

池
田
慶
次
郎
一
尾
伊
織
の
茶
杓
銘
山
姥
を
持
参
す
。
溝
口
伯
爵
家
の
所
蔵
品
の

由
、
筒
に
山
姥
と
あ
り
て
茶
杓
に
夕
月
の
二
字
を
彫
り
た
り
、
是
れ
は
筒
と
茶

杓
と
代
わ
り
た
る
に
あ
ら
ず
や
と
の
懸
念
に
て
三
十
五
円
な
り
と
い
ふ
。
さ
れ

ど
作
者
の
考
に
て
は
謡
曲
山
姥
の
中
に
、「
夕
月
早
き
か
げ
ろ
う
ふ
の
」
と
云

ふ
文
句
あ
る
に
因
り
、
茶
杓
に
夕
月
の
二
字
を
彫
り
た
る
な
る
べ
し
、
茶
杓
に

雲
の
如
き
模
様
あ
り
て
山
姥
の
舞
扇
に
用
ふ
る
月
の
雲
の
模
様
と
似
寄
り
た
る

と
こ
ろ
あ
り
、
山
姥
の
銘
は
蓋
し
是
よ
り
起
り
た
る
な
ら
ん
、
此
茶
杓
は
確
に

掘
り
出
し
物
な
り
と
思
は
る
。

図46　青貝四方盆
（『遠州会展観図録』より転載）
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47
）

　

茶
杓
は
一
尾
伊
織
に
よ
る
作
で
共
筒
で
あ
っ
た
。
茶
杓
に
は
夕
月
と
彫
ら
れ
て
お

り
、
銘
で
あ
る
山
姥
と
は
謡
曲
山
姥
に
あ
る
「
夕
月
早
き
か
げ
ろ
う
ふ
の
」
の
歌
意

に
因
む
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

⑬
そ
の
他

　
『
萬
象
録
』、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
二
月
七
日
条
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
）
23
（

。

　
　

池
田
慶
次
郎
、
溝
口
伯
爵
家
の
切
れ
類
、
印
籠
、
煙
草
等
入
、
二
、三
十
点
を

　
　

持
参
せ
り

　

溝
口
家
旧
蔵
の
布
、
印
籠
、
煙
草
道
具
な
ど
約
三
十
点
が
売
却
さ
れ
て
い
た
模
様

で
あ
る
。
以
上
の
溝
口
家
旧
蔵
品
を
持
ち
込
ん
だ
池
田
と
は
東
京
の
美
術
商
で
あ
る

池
田
慶
次
郎
の
こ
と
で
あ
る
。

　

な
お
、
溝
口
家
は
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
年
）
に
売
立
を
行
っ
て
お
り
、
当

時
の
状
況
に
つ
い
て
は
『
文
人
』
に
お
い
て
紹
介
し
た
）
24
（

。

四　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
溝
口
家
の
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
作
品
、
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
な
い
も
の

の
溝
口
家
旧
蔵
品
で
あ
る
作
品
を
紹
介
し
た
。

　

現
存
す
る
作
品
の
う
ち
蔵
帳
と
合
致
し
た
も
の
で
は
織
部
沓
茶
碗
（
個
人
蔵
）、

伊
羅
保
茶
碗
銘
《
団
扇
》（
個
人
蔵
）、
清
巌
宗
渭
作
茶
碗
（
野
村
美
術
館
蔵
）、
瀬

戸
茶
入
銘
《
大
概
》（
個
人
蔵
）
が
あ
っ
た
。

　

織
部
沓
茶
碗
は
『
大
正
名
器
鑑
』
に
所
載
さ
れ
る
も
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で

あ
っ
た
が
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
所
在
が
判
明
し
た
。こ
の
茶
碗
は
織
部
か
ら
藩
祖
、

秀
勝
に
贈
ら
れ
た
茶
碗
で
あ
る
。

　

伊
羅
保
茶
碗
銘
《
団
扇
》（
個
人
蔵
）
は
、
文
久
二
年
（
一
八
一
六
）
三
月
五
日

の
茶
会
で
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
の
ち
に
書
か
れ
た
小
堀
宗
中
筆
溝
口
直
諒
追
憶
和
歌

三
首
《
雪
月
花
》（
個
人
蔵
）
の
記
述
か
ら
、
十
一
代
藩
主
直
溥
に
よ
る
花
を
趣
向

と
し
た
茶
会
で
所
用
さ
れ
て
い
た
。
宗
中
は
溝
口
直
諒
と
の
交
流
は
知
ら
れ
て
い
た

が
、
次
代
の
同
藩
藩
主
で
あ
る
直
溥
と
も
交
流
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

清
巌
宗
渭
作
茶
碗
（
野
村
美
術
館
蔵
）
は
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
が
あ

る
こ
と
か
ら
溝
口
家
旧
蔵
品
で
あ
る
。

　

瀬
戸
茶
入
銘
《
大
概
》（
個
人
蔵
）
は
、
遠
州
が
所
持
し
て
の
ち
、
溝
口
家
に
伝

来
し
た
茶
入
で
あ
り
、
生
海
鼠
手
す
な
わ
ち
大
概
手
の
本
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
売
立
目
録
な
ど
の
文
献
か
ら
、
合
致
す
る
作
品
を
紹
介
し
た
。

　

蔵
帳
に
所
載
さ
れ
な
い
も
の
の
同
家
旧
蔵
品
と
す
る
茶
道
具
な
ど
で
は
香
合
や
花

入
を
は
じ
め
と
す
る
道
具
が
あ
っ
た
。

　

同
家
旧
蔵
品
と
す
る
香
合
で
は
扇
面
蒔
絵
香
合
（
根
津
美
術
館
蔵
）、
桜
鯉
香
合

（
個
人
蔵
）、
呉
須
六
角
台
牛
香
合
（
個
人
蔵
）、
呉
須
水
鳥
香
合
（
個
人
蔵
）
な
ど

の
質
の
高
い
作
品
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
ほ
か
松
竹
梅
金
象

眼
大
角
豆
鐶
（
個
人
蔵
）
は
、
直
諒
が
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
茶
会
に
は
じ

め
て
古
筆
了
伴
を
招
い
た
と
き
、
了
伴
が
記
念
と
し
て
こ
の
鐶
を
直
諒
に
献
上
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

　

溝
口
家
の
茶
道
具
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
藩
祖
秀
勝
に
は
じ
ま
る
茶
の
湯
の
交
流
と

十
代
藩
主
直
諒
に
よ
る
交
流
の
中
で
収
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
新
潟
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
売
立
目
録
の
調
査
を
行
い
、

溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。



文
化
情
報
学　

十
一
巻
一
号
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
）

四
一
（
46
）

謝　

辞

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
遠
州
茶
道
宗
家
家
元

小
堀
宗
実
氏
、
遠
州
流
茶
道
家
元
主
鑑
浅
井
宗
兆
氏
、
個
人
の
ご
所
蔵
家
の
皆
様
、

木
村
茶
道
美
術
館
館
長
石
黒
信
行
氏
、
野
村
美
術
館
主
任
学
芸
員
桐
山
秀
穂
氏
、
根

津
美
術
館
主
任
学
芸
員
多
比
羅
菜
美
子
氏
、
文
献
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

東
京
美
術
倶
楽
部
、
新
発
田
市
立
図
書
館
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
同
志
社
大
学

ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

註（
１
）  

新
発
田
古
文
書
解
読
研
修
会
編
、
新
発
田
市
立
図
書
館
編
『
溝
口
伊
織
家
古
文
書
（
目

録 

第
一
集
）』
新
発
田
古
文
書
解
読
研
修
会
、
二
〇
〇
四
年
。

（
２
）  

宮
武
慶
之
「
新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
」『
文
化
情
報
学
』
第

九
巻
第
二
号
、
文
化
情
報
学
会
、
二
〇
一
四
年
、
五
九
〜
一
一
二
頁
。

（
３
）  

前
掲
註
（
２
）。

（
４
）  

市
野
千
鶴
子
『
古
田
織
部
茶
書
』
第
二
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
。

（
５
）  

小
堀
宗
慶
『
遠
州
流
茶
道
宝
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
、
八
六
〜
九
一
頁
。

（
６
）  

野
村
文
華
財
団
編
『
野
村
美
術
館
名
品
図
録
』
野
村
文
華
財
団
、
一
九
八
四
年
、
四
五

頁
。

（
７
）  

宮
武
慶
之
「
明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
道
具
移
動
史
」『
文
人
』
学
習
院
大
学
人
文

科
学
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
二
二
三
〜
二
五
二
頁
。

（
８
）  

井
口
海
仙
、
末
宗
広
、
永
島
福
太
郎
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
淡
交
社
、
一
九
七
五
年
、

六
九
一
頁
。

（
９
）  

世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
編
「
当
流
聞
書
口
伝
」『
続
石
井
至
穀
著
作
集
』
所
収
、
世

田
谷
区
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
、
二
〇
三
頁
。

（
10
）  

こ
れ
ら
の
譲
渡
の
背
景
に
つ
い
て
は
宮
武
慶
之
「
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨

蹟
に
つ
い
て
」『
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
』
第
十
四
号
（
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
一
四
年
、
八
九
〜
一
〇
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）  『
絵
画
清
談
』
第
六
巻
七
月
号
、
絵
画
清
談
社
、
一
九
一
八
年
、
五
九
頁
。
な
お
本
文

中
に
は
入
開
札
が
七
月
二
十
四
日
と
あ
る
が
、
六
月
二
十
四
日
の
誤
記
載
で
あ
る
。

（
12
）  

実
見
し
た
と
こ
ろ
溝
口
直
諒
と
小
堀
宗
中
に
よ
る
合
作
で
直
諒
に
よ
っ
て
閻
魔
と
地
蔵

が
描
か
れ
、
宗
中
に
よ
っ
て
「
じ
ご
く
」、「
ご
く
楽
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
13
）  

箒
庵
に
よ
る
『
近
世
道
具
移
動
史
』
の
「
溝
口
伯
家
藏
品
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

　
　
　
　

明
治
三
十
年
前
後
よ
り
個
人
取
引
で
他
に
譲
ら
れ
た
点
数
も
少
か
ら
ず
、

　
　
　
　

三
十
五
年
頃
余
も
亦
同
家
の
道
具
五
十
余
点
を
一
手
に
譲
り
受
け
た
事
あ

　
　
　
　

り
、
其
中
に
は
伯
庵
茶
碗
、
保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合
、
啓
書
記
筆

　
　
　
　

李
白
観
瀑
等
の
名
品
を
含
蓄
し
て
居
た

　
　

 　

記
述
か
ら
、
新
発
田
藩
十
代
藩
主
直
諒
が
収
集
し
た
道
具
な
ど
は
溝
口
家
に
存
在
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
道
具
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
前
後
か
ら
個
人
取
引
に
よ
り
売

却
さ
れ
た
。
特
に
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
は
筆
者
の
高
橋
箒
庵
自
身
も
書
画

お
よ
び
茶
器
等
五
十
数
点
を
購
入
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
14
）  

売
立
目
録
『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』
一
九
一
二
年
、
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
、
請
求

記
号
美
研-0162

。

（
15
）  
根
津
美
術
館
蔵
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、
八
ツ
橋
部
分
に
は
当
初
螺
鈿
蒔
絵
が
施
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
売
立
時
点
で
剥
落
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

（
16
）  

高
橋
箒
庵
『
昭
和
茶
道
記
（
二
）』
淡
交
社
、
二
〇
〇
二
年
、
三
〇
三
頁
。



溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
拾
遺

四
二
（
45
）

　
　

 「
青
山
斑
鳩
庵
初
風
炉
」
に
お
い
て
香
合
は
「
保
元
時
代
錫
縁
八
ツ
橋　

唐
物
若
狭
盆
に

載
せ
て
」
が
用
い
ら
れ
、
箒
庵
に
よ
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　

保
元
時
代
錫
縁
八
ツ
橋
は
溝
口
家
伝
来
で
八
橋
は
錫
、
杜
若
は
青
貝
の
蓋

　
　
　
　

裏
に
、
扇
面
模
様
あ
り
、
図
様
の
い
か
に
も
し
を
ら
し
く
然
も
時
節
真
向

　
　
　
　

き
な
る
は
言
ふ
も
更
な
り
。
保
存
も
極
め
て
完
全
に
し
て
、
同
時
代
の
香

　
　
　
　

合
と
し
て
は
、
益
田
鈍
翁
所
持
鈴
虫
香
合
な
ど
ゝ
相
並
ん
で
時
代
蒔
絵
香

　
　
　
　

合
中
五
指
の
一
に
数
へ
ら
る
ゝ
も
の
な
る
べ
し
。
然
る
に
此
席
に
は
釣
棚

　
　
　
　

が
な
い
の
で
所
謂
盆
香
合
と
な
し
、
之
を
唐
物
若
狭
盆
に
載
せ
て
使
は
れ

　
　
　
　

た
の
は
、
い
か
に
も
尤
と
思
わ
れ
た
。

（
17
）  「
秘
」
の
蔵
印
に
つ
い
て
は
溝
口
直
諒
の
蔵
品
中
に
み
ら
れ
、
直
諒
に
よ
る
入
手
品
中
、

主
要
な
作
品
に
貼
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）  

売
立
目
録
『
内
田
家
某
家
所
蔵
品
入
札
』
一
九
三
二
年
、
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
、
請

求
記
号
美
研-1485

。

（
19
）  

香
取
秀
眞
「
茶
器
中
の
金
物
類
」『
茶
道
全
集
（
十
四
）』
創
元
社
、
一
九
三
六
年
、

一
九
三
〜
二
四
四
頁
。

（
20
）  

前
掲
註
（
７
）。

（
21
）  

高
橋
箒
庵
『
東
都
茶
会
記
（
四
）』
六
四
九
頁
。
こ
の
茶
会
の
席
主
で
あ
る
吉
田
楓
軒

は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
三
月
十
九
日
の
茶
会
（『
東
都
茶
会
記
（
四
巻
）』、
六
十
頁
）

に
お
い
て
も
、
こ
の
花
入
を
用
い
て
い
る
。

（
22
）  

高
橋
義
雄
『
萬
象
録
（
第
三
巻
）』
思
文
閣
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
三
〇
〜
三
一
頁
。

（
23
）  

前
掲
註
（
22
）。
四
〇
頁
。

（
24
）  

前
掲
註
（
７
）。


